
 

 

 

 

 
                  

                      ８月１０日は「山の日」（祝日）でした。平成２６年に改正された祝日法で

制定され、平成２８年から開始された一番新しい祝日ですが、去年までは８月

１１日だったことを記憶している方も多いでしょう。 

                           山の日制定のきっかけには諸説ありますが、栃木県出身の作曲家・

船村徹氏の提言が大きく影響しているようです。 

                           祝日法によると、山の日は「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に

感謝する」日として定められており、例年であれば、山登りやキャ

ンプなど、山にちなんだレジャーで夏休みを過ごす方も多かったと

思いますが、今年は新型コロナの影響で今までのように心から楽し

む気分になれないのは非常に残念ですね。 

                               ちなみに、今年の山の日が８月１０日に変更となったのは、東京五輪・パラリンピック特措法に基づきオリンピック

の日程に合わせたためですが、オリンピックが延期されたことによって来年の山の日も日付が変わるかもしれません。 

                              いずれにせよ、那須塩原市は多くの山々がある自然豊かな地。日ごろ、あまり気に留めることない山の恵みですが、

遠出ができない今だからこそ地元の山々に思いをはせてみましょう。（山登りに行かれる方はくれぐれも気を付けて！） 

 

 

 
 

 小中学生の今年の短い夏休みも終わり、学校が再開しました。 

これからも当分の間、学校現場ではコロナ対策をしながら授業を進めなけれ 

ばならず、教職員の負担も激増しています。一方で、教職員の働き方改革は、 

先生個人の心身の健康を維持することによって健全な学校教育を継続し、ひいては 

児童生徒の良好な育成に直結するものであることから、積極的に取り組んでほしいと 

思いますが、コロナ対策などに関連した新たな業務が増え、一向に進まない状況ではないかと推測されます。 

 そこで、激増する教職員の負担を少しでも軽減し、子どもたちの学校教育の充実を図るため、地域の力を役立てて

いきませんか。昨年度から本格実施となった「地域学校協働本部事業」は、文字通り地域と学校が協力しながら児童

生徒の健全育成を図り、地域が一体となって取り組むことで地域自体の活性化を進めていこうというものです。 

 南地区コミュニティでは、その取組みの一環として 

南小スクールボランティアを組織し、先生方の負担を 

軽減しながら子どもたちの学校生活の充実を図ってい

ます。今後も、ボランティアを通じて人材を育成し、

交流を深めることで更に住みよい地域づくりが実現で

きるよう、コロナ禍においてどのような取組ができる

かを考えながら推進してまいりたいと思います。 

 是非、多くの皆さんの御協力をお願いいたします。 
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ボランティア名 内  容 実施時期 

ミシン取扱い指導 家庭科でのミシン指導補助 ５年家庭科授業時 

農園・花壇管理 畑や花壇の手入れ・草刈り 常 時 

部活動・クラブ指導 部活動等の指導 実施時 

自習見守り 自習時間帯の教室見守り 自習時 

作品取りまとめ 夏・冬休みの作品整理 休み明け 

プール見守り プール授業中の監視 6～9月 

環境整備 用具室等の整理整頓 常 時 

ベルマーク ベルマークの仕分け作業 月 2回程度 

読み聞かせ 図書の読み聞かせ 月曜日朝 

図書整理 学校図書の整理 月初の月・木曜 

南っ子見守り隊 登下校時の児童の見守り 登下校時 

 

 



 「親王台」って知ってますか？ 

 南コミュニティで定期的に清掃活動を行っている、一

区町地内にある「親王台」。史跡として長年地域で管理を

していますが、そもそも「親王台」って何？ 今回は、

広報の紙面をお借りして、若い世代の皆さんにも是非知

っていただきたく、概要を御紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明治初期、元勲たちが取り組んだ那須野が原の開拓の

様子を天皇や皇族方がたびたび視察に訪れています。「親

王台」は、明治１４年に明治天皇が東北・北海道を御巡

幸した際に随行された有栖川宮熾仁親王が、天皇の名代

として開拓地を視察されるに当たって、周囲をよく見渡

せるようにと那須開墾社が築いた高さ約４ｍの塚です。 

 また、その４年後の明治１８年には那須疏水の開通式

に臨席した北白川宮能久親王が塚に登られ、松の木を植

えられたとの記録があります。そのような史実から、こ

の塚は「親王台」と呼ばれ現代に至っています。 

 当時の風景は、周囲に何もない一面の原野。遠くを見

渡すのには十分な高さだったのでしょう。 

 このような史跡をとおして私たちの住む地域の成り立

ちを知ることはとても大切です。若い世代の皆さんにも

是非興味を持っていただき、子どもたちの世代にもしっ

かりと受け継いでいってほしいと思います。 

 

 

 

 南公民館を会場に、毎 

週金曜日に実施している 

「いきいき百歳体操」は、 

新型コロナ感染防止のた 

め現在活動を休止してい 

ますが、もうしばらくお休みを継続いたします。 

 予定では９月からの再開を目指していましたが、感染

者が増加している現状を踏まえ、参加者の安全確保を考

えた上での決定ですので御理解をお願いします。 

 再開ができるようになりましたら、改めて『みなみの

ひろば』などで御案内しますのでお待ちください。 

 なお、百歳体操の休止による皆さんの運動不足が心配

です。家で過ごす間もぜひ時間を見つけて、ストレッチ

などの軽運動で体を動かすようにしましょう。  

 

 

  新型コロナに感染してしまった人が、周囲からいわれの

ない誹謗中傷を受ける事案が数多く発生しています。もちろ

んこれは他県の事例で、本市ではそのようなことはないもの

と思います。しかし、今後、当地区でも感染 

者が発生する可能性も十分考えられますが 

誰もが好んで感染するわけではありません。 

万一感染者が発生してしまっても、 

本人や家族などを攻撃するような 

ことは絶対にせず、いたわりの気 

持ちで接するようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館のゴーヤが順調に成長しています！ 

 公民館事務室前の花壇に植えているゴーヤ

が間もなく軒に届く勢いで成長中です。今年の

苗は、花壇内で自生（昨年落ちた種から自然に

発芽）したものを植え替えたものですが、今月

末ごろには、いつもの年と同じくらい立派なグ

リーンカーテンができあがることでしょう。去

年はちょっと不作でしたが、さて、今年はどの

くらい実を収穫できるか、今から楽しみです。 

 
  

 御案内のとおり、南地区の夏の恒例行事「盆踊り大会」は、新型コ

ロナ感染防止のため今年度の開催を中止することといたしました。 

 例年、地域内外の多くの事業所様より、多大な広告料の協賛をいた

だきながら大会を行ってまいりましたが、大会の中止に伴い今年度の

広告料の募集を行わないことといたしました。 

 来年度以降、大会が再開できた暁には、引き続き変わらぬ御協賛を

賜りますようどうぞよろしくお願い申し上げます。 

▶例年、ゴーヤカーテンづくりは、公民館だけでなく、 
南小学校６年生全児童とともに南小学校の花壇でも 
実施してきましたが、今年は残念ながら学校での植込 
み作業を中止しました▶南地区の恒例行事として、 
また、地域住民と児童生徒が協力して取り組む 
環境学習（地域学校協働本部事業）として 
継続して行ってきただけに、コロナの影響 
による中止は本当に残念です▶来年の夏こそ、 
児童の皆さんと一緒に苗植えの作業をしなが 
らゴーヤカーテン作りを再開したいものです。  


